
令和２年度 第１回小田原市総合教育会議  

日時：令和２年７月 17日（金） 

                        午後１時 15分から午後２時 30分まで 

                     場所：おだわら子ども若者教育支援センター 

 

次  第 

１ あいさつ（午後１時 15分～午後１時 20分） 

 

 

２ 議 題 

(1) 小田原市の教育について（午後１時 20分～午後１時 35分） 

 

 

 

 

 

(2) 意見交換（午後１時 35分～午後２時 25分） 

 

 

 

 

３ その他（午後２時 25分～午後２時 30分） 

 

 

 

※ 教育委員による「はーもにぃ」の視察（午後２時 30分～３時頃） 



小田原市総合教育会議名簿 

（敬称略）  

氏  名 所 属 等 

守屋 輝彦 小田原市長 

栢沼 行雄 小田原市教育長 

和田 重宏 
（教育長職務代理者） 

子どもと生活文化協会（ＣＬＣＡ）顧問 

吉田 眞理 小田原短期大学学長 

森本 浩司（欠席） 医師 

益田 麻衣子 NPO法人こころみ理事長 

 



令和２年７月17日（金）13：15～
子ども若者教育支援センター・はーもにぃ
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教育総務課
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守屋市長

栢沼
教育長

和田委員
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府川
副課長



【資料１－１】

全体 教育関連 全体 教育関連

01 生活を守る 3 0 3 0

02 事業者を守る 3 0 3 0

03 教育を守る 3 3 3 3

04 いのちを守る 3 0 3 0

01
誰もがその人らしく１００歳まで安
心して暮らせるまちづくり

6 1 15 1

02 子どもたちの未来のために 13 10 20 17

03 災害に強いまちづくり 5 0 8 0

04
２４時間３６５日安心できる医療
体制の確保

3 0 7 0

01
定住人口・関係人口の増加と地
域経済循環型社会の構築

6 0 16 0

02
小田原デジタルトランスフォー
メーションの推進

3 0 5 0

03
観光客倍増！何度でも訪れたく
なる小田原

4 0 6 0

04
地球温暖化対策と森里川海の
連携

6 0 12 0

05 スポーツの力を引き出す 6 2 9 3

06 若者・女性の活躍 4 0 6 0

73 16 124 24

…教育関連の分類・事業

01
新型コロナウイルス

対策

市長政策集分類（全体）

大分類 中分類
小分類数 事業数

0

02
小田原市民の
安心・安全生活

向上プラン

03
人口20 万人へ

小田原市の活性化
・経済好循環プラン

04
市民に信頼され

挑戦する
市役所をつくる

01
市民に信頼され挑戦する
市役所をつくる

5 0 8



守屋市長政策集（教育関連抜粋） 【資料１－２】

大分類 中分類 小分類 事業名 主な所管課 関連課 教育大綱・重点方針

01 教育現場へのICT設備導入支援 03 教育現場へのICT設備導入支援 学校安全課 教育施設環境

02 家庭の通信環境の配備を支援 04 家庭の通信環境の配備を支援 学校安全課 教育施設環境

03 学習用タブレットの早期支給 04 学習用タブレットの早期支給 学校安全課 教育施設環境

01
誰もがその人らしく１００歳まで
安心して暮らせるまちづくり

06 文化芸術を守り、育てます。 06
 世界をめざすアーティストやアスリートを育てるまちになるた
め、教育にアートや文化、アーティストやアスリート等の「本
物」に触れ合う機会を作ります。

教育指導課
文化政策課、
スポーツ課

豊かな心

01
 市内全域の学校施設の老朽化把握を行い、計画的に教育施設の
補修等を行います。

学校安全課
公共施設マネジ
メント課

教育施設環境

02
 市立学校内で使用する設備の全面的見直しを行い、教育現場の
設備が後回しとなっている現状を改善します。

学校安全課 教育施設環境

03
 各学校に生徒向けインターネット回線とWi-Fi の整備を行い、
通信環境を整えます。

学校安全課 教育施設環境

02
民間を含む補助教員の確保などにより、教職員の負担軽減を図り、学力
及び教育の質の向上を図ります。

01
 1 学年に一人の補助教員を配置し、教職員の事務負担軽減を行
い、教員が授業に全力で取り組める体制を構築します。

教育指導課 学校教育

03 子どもの貧困対策や家庭教育支援の充実を図ります。 01
 家庭環境に左右されない、学校教育の補修内容の授業を映像配
信し、市民施設などでも視聴できるよう検討します。

教育指導課 家庭教育

01
 連携教育も検討し、中一・高一ギャップの解決や語学習得のた
めなど一貫校でしかできない教育体制を行います。

教育指導課 教育総務課 学校教育

02
 6・3・3 教育で固定化されてしまった既成概念を超え、様々な
教育改革を行います。

教育指導課 教育総務課 学校教育

07 子供の居場所づくりやまち保育・まち育てを進めます。 01
 子育てができ、子供が集まる場所、人とのつながりを増やし、
孤立しないまち作りを進めます。子育てのまちシェアを進めま
す。

子育て政策課
コミュニティ・スクール
就学前教育

08 安心して通学できる歩道を整備します。 01
 通学路となっている道路の整備時には歩道の設置を行うよう市
として積極的にルールを検討します。

道水路整備課 学校安全課 教育施設環境

01
 学校教育以外にも民間の専門家による様々なテーマの授業を小
田原市民に向けて提供します。

教育指導課
生涯学習課、
文化政策課

学ぶ力

02
 専門家による授業は映像化し、民間の映像配信サービス
（Youtube など）で市民が視られるようにします。

教育指導課
生涯学習課、
文化政策課

学ぶ力

01
 海外交流事業と国内交流事業時のホームステイ先の拡充を行
い、交流人員を増加させます。

文化政策課 学ぶ力

02
 民間資金も募り、小田原市から海外へ留学する学生へ渡航費等
の補助など、海外留学支援を行います。

文化政策課 学ぶ力

01
 学校と関わる心理職を増やし、教師にだけ相談が集中する状況
の改善を図ります。

教育指導課 学校教育

02
 神奈川県が運営する児童施設と連携し、子育てに関する情報集
め、市内教育機関の改善に活かします。

子ども青少年支
援課

学校教育

01  学校施設への防犯カメラの設置検討を行います。 学校安全課 教育施設環境

02
 児童生徒がみてわかるハザードマップを作成し、災害や危機に
応じた避難を児童ができるようにします。

教育指導課
防災対策課、
地域安全課

教育施設環境

04 校庭の芝生化を推進します。 01
 市立学校で実験的に始まっている校庭の芝生化を推進し、子供
の遊びやすい校庭を目指します。

学校安全課 学校施設環境

01
 プロチームによるスポーツイベントや合宿を誘致し、子供の頃
からトップレベルに触れ合える環境をつくります。

スポーツ課 健やかな体

02
 少年からシルバーまで、小田原市から全国大会に進出する選手
や支える家族を全面的に支援します。

スポーツ課 健やかな体

1 新型コロナウイルス対策 03 教育を守る

2 小田原市民の安心・安全生活向上プラン

02 子どもたちの未来のために

01
学校施設の老朽化対策や教育設備の充実、ICT教育の推進など教育環境を
整備します。

04 小中一貫校、中高一貫校など新たなスタイルの学びの場を検討します。

09
STEM（STEAM）教育を積極的に推進し、周辺大学と協力し市内教育機関で
専門家による最先端授業の提供を行います。

スポーツイベントを誘致し、全国大会に進むチームを支援します。

10
海外留学事業ときめき国際学校をはじめ、若い人材が海外と接点を持つ
機会を拡充し、姉妹都市・友好都市との連携を強化します。

11
子どもの心のケアを重視すると共に、子育ての悩みに対し公認心理師を
はじめ心理職を積極的に活用することで、多様な子育てに対応できる環
境を作ります。

13
市立学校の防犯防災対策を整備し、登下校時など突如訪れる脅威から身
を守る方策を徹底的に行います。

3
人口20 万人へ小田原市の活性化・経済好
循環プラン

05 スポーツの力を引き出す

05

1


